
自然災害 ～対岸の火事にするな～ 

校長 松島 睦麿 

 平成３０年７月５日（木）主に九州・四国・近畿地方にもたらした豪雨の状況が知らされた。想像を超え

る雨量で大きな人的被害が発生した。平成２５年に土砂災害を経験した私たちにとって、それは単なる情報

ではなく、実際の体験記憶を伴って現実のものとして心が強く痛んだ。 

この豪雨災害に先立ち、同年６月１８日には大阪市北部を中心に震度６弱の地震があった。高槻市立寿栄

小で女児（９）が地震で倒れたプールのブロック塀に挟まれ死亡するという痛ましいニュースも伝えられた。

翌日、三中の職員室では「対岸の火事にしてはいけない」という意識を持って、即刻、校内の危険個所と通

学路の点検を行い、生徒への注意喚起指導の資料とした。国内であろうと、国外であろうと、災害はいつど

こで発生するかわからないもの。いや、いつでも、どこでも発生するものとして認識することは極めて重要

なことであることを再認識した。 

しかし、冒頭の豪雨災害では私にとってさらに衝撃的な情報が伝えられた。 

当日の夕方、夕飯を食べながら一連の災害に関するニュースをみていた。そこで、「高知県馬路村魚梁瀬（う

まじむらやなせ）では、２４時間の降水量が９１０ｍｍを超え、総雨量は１２００ｍｍを超えました。」と流

れた。私はぞっとして、「大変なことになった！」と口にしたところ、家族も「そうだね」と答えた。大島の

土砂災害の記憶をしっかり持っている家族にとって、豪雨災害は他人ごとではない。むしろ被害経験がない

地域の人々より、強い現実感をもって響いてくる情報である。眉間にしわをよせていた。 

しかし、私の切羽詰まった憂慮の深さと衝撃はそれ以上であった。私はこの前年、この村を研修で訪れて

いるのである。つまり、私にはその村の風景も、民家などの建物も、道も山も、そして、馬路村魚梁瀬小中

学校の校舎やその前の坂道とともに児童・生徒、先生方の顔も思い浮かべることができたのである。 

あの風景のあの学校のあの子どもたちや先生たちがいるあの村が現実の映像として思い出され、そこにひ

どい雨が降って危険にさらされている、と思うといても立ってもいられない気持であった。 

災害に対しての思いの温度差を強調したいのではない。私はたまたまそこに行ったことがあるだけである。

私も、もしその場所に行ったことがあるという実体験がなかったら、家族と同じくらいとても心配ではある

が、これほど深い憂慮は持たなかっただろうと思うのである。 

実体験のない災害に対する備えの難しさ。このことを私は気が付いたのである。「対岸の火事にするな」こ

の心構えは極めて大切ではあるが、実はそう簡単なことではないことを知ったのである。 

さらに、実体験があっても、年月の経過によって人の記憶が薄くなってゆくという現実にも直視しなけれ

ばならないのではないか。この点について大島に住む私たちはこれから、何度も、何度も認識を新たにして

ゆかなければならないのだろうと思う。この意味では大島町が災害復興への取組みに加え、防災対策や土砂

災害だけでなく、それ以外の災害も視野に入れた取組みを進めてくれているのは実に心強い。 

「対岸の火事にするな」 

この言葉の意味は、「他の地域で起こった災害に学べ」であろうが、「過去の災害に学べ」も付け加えたい。

能登半島地震の被害への憂慮は薄れていないか。関東大震災はどうか。思った以上に難しいことは確かであ

る。心して三中生に伝えてゆきたい。夏休みが始まる。私はここ数年１学期の終業式で夏休みの読書に、吉

村昭著『関東大震災』を三中生に薦めている。ことしも薦めるつもりだ。 

９月２日の始業式に三中生が皆、元気な顔で登校してくれることを心から願っている。 

                                   （令和６年７月５日記す） 
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１回戦○  対 小笠原    ２－０（25-10・25-23） 

２回戦○  対 三宅     ２－０（25-12・25-15） 

決勝戦○ 対 八丈合同   ２－０（25-19・25-23） 

１回戦●  対 東京女子学院 １－２（21-25・25-19・7-25） 

大島連合チームは、今年は[島嶼大会優勝、都大会で 2回戦突破」を目標にしてきました。１日目の島嶼

大会は見事に優勝で予選を通過することができました。そしてその勢いのまま２日目の都大会。相手は東

京女子学院。初の「２回戦突破」という目標達成のために、生徒、顧問、さらには見に来てくださった関

係者の皆様全員で一丸となって挑んだ試合でした。結果は惜しくも１-２と敗れてしまいましたが、試合の

中で益々成長していくのを感じた２日間でした。 

三中生は、中学校からバレーボールを始め、一年生のころとは見違えるくらいに成長し、一人一人がコ

ートで輝き、一中･二中の仲間たちとともにコートで活躍する姿が見られました。今まで嬉しいことだけで

はなく、悔しい思いやしんどい時期も含め色々な姿を近くで見てきました。人数が少ない中でも諦めずに

バレーボールや仲間、自分自身とも向き合い、そして支え合い、努力をし続けていた頃を思い出すと感慨

深いものがあります。島嶼大会を含め、どの試合も３年生最後の夏にふさわしい素晴らしい試合でした。

コートに入れるのは６人ではありますが、ベンチや観客席からの気持ちのこもった応援や、サポートメン

バーの支えがあったからこそ試合に集中でき力を発揮することができたのだと感じています。 

 今大会で三中バレー部は３年生４名が引退という１つの節目を迎えます。これまで多くの方々から様々な

形でご支援、ご協力を頂き心より感謝申し上げます。これからは１年生１名という本当に少ない人数ではあ

りますが、決して諦めず新たな三中バレーボール部として取り組んでいきたいと思います。今後とも引き続

き、応援・ご協力等、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 
 
  
 
 

 

 

 

 

 

 

生徒の皆さんから募集した生活標語を、PTAの方々の投票により選考いたしました。以下の作品が

最優秀作品及び優秀作品に選ばれました。おめでとうございます！ 
今後、立て看板用は地域の道路沿いに、ポスター用は各店舗に掲示予定です。 

 

＜ 立て看板用 ＞   

最優秀作品  「大島に 笑顔の花を 満開に」              （２年 菊池健誠） 

優秀作品   「とびださない 安心安全 第一に」          （３年 飯田夢萊） 

「ポイ捨ては あなたの心を 映す行動」      （３年 船木万里帆） 

「誰にでも 挨拶一つで 幸せに」        （３年 幡野統哉） 

「築こうよ 皆の力で 良き明日を」       （２年 細貝泰誠） 

「あぶないよ 歩きスマホは 命取り」        （１年 五味悠登） 

＜ ポスター用 ＞  

優秀作品    「火事のもと 花火はあぶない 親と子で」   （３年 飯田夢萊） 

「暑い中 「まだ大丈夫」の 危険性」     （３年 幡野統哉） 

「事件・事故 起こさず楽しめ 夏休み」    （２年 鎌田湊） 

生活標語 

都大会・島嶼大会結果 

バレー部 
島嶼大会 

都大会 

島嶼大会優勝 

１位通過で都大会出場 

 



 

 

 

 
6月 21日（金）にセーフティ教室を行いました。安全指導の

一環として、今年度は昨年度に引き続き、「情報モラル」につ

いて学びました。ファミリ eルール事務局の寺田幸人さんを講

師にお招きし、講演をしていただきました。「使えてる？ネッ

ト・スマホをスマートに」をテーマに身近に起こりうる例を交

えながらわかりやすくお話していただきました。特に、「ダー

クパターン」という運営者にとって都合の良い方を選ばせるようなデザインの操作画面がネットの世界

にはたくさんあるということを教えていただき、生徒の安全意識が高まりました。生徒からは「身近に

おきることだから、先を読んで自分が思っている以上に気を付ける。」「とても分かりやすく自分を守る

ための対策なども教えてくれて自分もダークパターンなどには、気を付けていきたいと思いました。」

といった感想があり、学びの多い時間を過ごすことができました。これからネット・スマホを使用する

機会はますます増えていきます。子どもも、大人もスマートに使っていけるように日頃から意識を高め

ていきましょう。 

 

 

 
 

７月７日（日）七夕に、音楽部はサマーコンサートを開催いたしました。今年度は転入生を迎え、部員は

２年生２名、新体制となってから初めてのコンサートです。少ない人数ではありますが、それぞれがソロ曲

に挑戦したり、教員も加わって演奏したりして、アンコールも含め全７曲を披露することができました。今

年度も多くの皆様にお越しいただき、七夕のコンサートということもあって会場の装飾に協力していただい

たり、短冊にお願い事を書いて飾ってもらったりしました。お越しくださった皆様、本当にありがとうござ

いました。また 11 月の文化祭発表に向けて、音楽部はさらに邁進していきます。 

 

 

セーフティ教室 

音楽部・サマーコンサート 



 
 

 

 

 

 

 

日 曜 行    事 

１ 日  

２ 月 始業式 避難訓練          ＡＬＴ 

３ 火  

４ 水  

５ 木 生徒会役員選挙 

６ 金 激励会                ＳＣ 

７ 土 中体連秋季大会 

８ 日 予備日 

９ 月 生徒朝礼 運動会特別時程(始) 結団式  

10 火  

11 水  

12 木 ＳＣ 

13 金  

14 土 ＰＴＡ草刈り 

15 日 予備日 

16 月 敬老の日 

17 火 小中合同練習 

18 水 小中合同練習             

19 木 小中合同練習 

20 金 ＳＣ 

21 土  

22 日  

23 月 秋分の日 

24 火  

25 水 運動会予行 

26 木 ＳＣ 

27 金 小中合同運動会前日準備 

28 土 小中合同運動会 

29 日  

30 月 振替休業日 

 

１０月の予定 
１日（火） 都民の日（休業日） 

２日（水） 解団式 

６日（日） 大島町体育祭・体育レクリエーション大会 

９日（水） テスト週間始 

１０日（木） 演劇ワークショップ 

１１日（金） 高校説明会（３年） 

 

 

 

１６日（水） 中間考査１日目 

１７日（木） 中間考査２日目 

１８日（金） 町駅伝試走(始) 

２７日（日） 町駅伝大会 

２９日（火） 生徒総会 

 

９月の主な行事予定 

 

中体連秋季大会・新人大会 ９月７日（土） 

※組み合わせ・時間は８月下旬に決定します 

「 野 球 」 三中グラウンド（予定） 

「 サッカー 」 大島町陸上競技場（予定） 

「バレーボール」 一中体育館（予定） 

「ソフトテニス」 大島高校テニスコート（予定） 

 

 

生徒会役員選挙 ９月５日（木） 

 次期生徒会の役員を決める選挙です。3 年生が

中心となって進めてきた今期の生徒会活動は運

動会をもって終了となり、後輩に引き継がれてい

きます。 

第１６回つつじ小学校・ 

第三中学校 合同運動会 

９月２８日（土） 
午前８：４０開会（入場行進開始） 

運動会に向け三中生が一丸となり、全力で練習

に励みます。保護者・地域の方々に感動を与えら

れるように頑張ります。是非、応援宜しくお願い

します。 


